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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第62期
第１四半期
連結累計期間

第63期
第１四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,079,118 2,935,718 13,315,140

経常利益 (千円) 83,856 112,338 422,974

四半期(当期)純利益 (千円) 35,383 72,160 228,473

四半期包括利益又は　包
括利益　　　

(千円) △59,850 74,630 164,793

純資産額 (千円) 11,304,929 11,514,860 11,487,615

総資産額 (千円) 13,815,142 13,994,678 14,028,315

１株当たり四半期　　(当
期)純利益金額

(円) 8.46 17.25 54.62

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ― ─

自己資本比率 (％) 80.15 80.47 80.08

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２　第62期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 ３　第63期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。

 ４　第62期の潜潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 ５　第62期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、３月１１日に発生した東日本大震災による甚大

な直接的被害に加え、計画停電の実施により企業の生産活動の停滞や消費の自粛が生じ、景気の先行きは

不透明な状況が継続しております。

　当社グループの属する業界におきましては、個人消費の伸び悩み、企業の広告宣伝費の削減、企業間競争

の更なる激化に伴う受注単価の下落など厳しい経営環境が継続する中、東日本大震災発生の影響により

用紙・インキなどの印刷資材の値上げがメーカーより打ち出されており、経営環境の厳しさは増すもの

と予測しております。

　こうした情勢のもと、当社グループでは印刷需要の集中する首都圏・関西圏における営業活動の強化、

既存取引先に対する印刷需要の掘り起こしを図るなど、印刷関連事業の業績確保に努めましたが、東日本

大震災の影響による需要の減少に加え、紙媒体から電子媒体への移行に伴う需要の変化や企業の広告宣

伝費削減の動きに歯止めがかからず、売上高は２９億３千５百万円（前年同四半期比４.７％減）となり

ました。利益につきましては、生産体制の合理化やコスト削減など収益力の向上に努めたことなどによ

り、営業利益は７千６百万円（前年同四半期比６１.０％増）、経常利益は１億１千２百万円（前年同四

半期比３４.０％増）、四半期純利益は７千２百万円（前年同四半期比１０３.９％増）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①印刷関連事業

顧客ニーズに沿ったクロスメディアマーケティングの強化や大都市圏の取引先に対する印刷需要の

掘り起こしに努めたことなどにより、売上高は２０億４千４百万円（前年同四半期比０.８％増）、営

業利益は７千１百万円（前年同四半期比９.３％増）となりました。
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②洋紙・板紙販売関連事業

長期にわたり印刷需要が落ち込む中、東日本大震災の発生が洋紙販売需要の減少に拍車をかけるか

たちとなり、厳しい事業環境下、一部取引先に対し回収リスク回避を目的とした取引調整を実施したこ

となどから、売上高は２億７千２百万円（前年同四半期比３６.７％減）、営業利益は９百万円（前年

同四半期比４８.１％減）となりました。

③出版・広告代理関連事業

景気低迷に伴う企業の広告宣伝費削減の動きが続き、既存メディアとの競争が激化する厳しい事業

環境下、取引先への営業活動を強化し、コスト削減に努めた結果、売上高は３億５千４百万円（前年同

四半期比１０.４％増）、営業利益は１百万円（前年同四半期は３千１百万円の営業損失を計上）とな

りました。

④美術館関連事業

セキ美術館では春、夏の所蔵品展を開催、売上高は７３万円（前年同四半期比２.８％減）、９百万円

の営業損失（前年同四半期は８百万円の営業損失を計上）を計上しました。

⑤カタログ販売関連事業

オフィス関連用品通信販売業者に対する売上が、東日本大震災発生の影響や同業他社との競争激化

などにより減少し、売上高は２億６千３百万円（前年同四半期比１１.６％減）となりましたが、コス

ト削減など収益力の向上に努めたことなどにより、営業利益は３百万円（前年同四半期比１５.９％

増）となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３千３百万円減少し、１３９億９千

４百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が２３億４千万円と前連結会計年度末に比べ２

億１百万円減少したことなどによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ６千万円減少し、２４億７千９百万円となりました。これは主に、支払

手形及び買掛金が１３億３千８百万円と前連結会計年度末に比べ８千万円減少したことなどによるもの

であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ２千７百万円増加し、１１５億１千４百万円となりました。これは主

に、利益剰余金が３千万円増加したことなどによるものであります。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,508,000 4,508,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数100株

計 4,508,000 4,508,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
平成23年６月30日

─ 4,508 ― 1,201,700 ― 1,333,500

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式      324,800

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式    4,183,100 41,831 ―

単元未満株式  普通株式　 　     100 ― ―

発行済株式総数              4,508,000 ― ―

総株主の議決権 ― 41,831 ―

(注)１　「単元未満株式」の株式数の普通株式には、当社所有の自己株式56株が含まれております。

　　２　 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
セキ株式会社

愛媛県松山市湊町7-7-1 324,800 ─ 324,800 7.20

計 ― 324,800 ─ 324,800 7.20

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号）以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成23年４月１日

から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,114,299 4,292,412

受取手形及び売掛金 2,542,257 2,340,707

有価証券 186,479 303,170

商品及び製品 194,757 226,799

仕掛品 218,020 194,677

原材料及び貯蔵品 79,326 89,185

繰延税金資産 47,254 66,100

未収還付法人税等 7,182 7,323

その他 38,403 39,482

貸倒引当金 △29,855 △27,665

流動資産合計 7,398,123 7,532,193

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,655,616 2,659,076

減価償却累計額 △1,551,104 △1,569,389

建物及び構築物（純額） 1,104,512 1,089,687

機械装置及び運搬具 4,083,620 4,083,620

減価償却累計額 △3,472,174 △3,506,750

機械装置及び運搬具（純額） 611,446 576,870

工具、器具及び備品 1,579,815 1,624,527

減価償却累計額 △387,250 △389,513

工具、器具及び備品（純額） 1,192,565 1,235,014

土地 1,282,315 1,282,315

有形固定資産合計 4,190,839 4,183,887

無形固定資産 68,140 65,206

投資その他の資産

投資有価証券 1,823,176 1,701,836

長期貸付金 78,358 62,648

繰延税金資産 3,914 3,723

その他 538,380 515,780

貸倒引当金 △72,618 △70,598

投資その他の資産合計 2,371,211 2,213,391

固定資産合計 6,630,191 6,462,485

資産合計 14,028,315 13,994,678
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,418,528 1,338,414

未払法人税等 90,934 68,282

賞与引当金 74,222 130,339

その他 349,091 346,741

流動負債合計 1,932,777 1,883,778

固定負債

繰延税金負債 124,701 135,807

退職給付引当金 295,974 273,683

資産除去債務 4,211 4,222

未払役員退職慰労金 175,846 175,846

その他 7,189 6,480

固定負債合計 607,922 596,040

負債合計 2,540,700 2,479,818

純資産の部

株主資本

資本金 1,201,700 1,201,700

資本剰余金 1,333,500 1,333,500

利益剰余金 9,167,772 9,198,102

自己株式 △475,316 △475,316

株主資本合計 11,227,656 11,257,985

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,529 3,352

その他の包括利益累計額合計 6,529 3,352

少数株主持分 253,429 253,522

純資産合計 11,487,615 11,514,860

負債純資産合計 14,028,315 13,994,678
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 3,079,118 2,935,718

売上原価 2,357,791 2,193,572

売上総利益 721,326 742,146

販売費及び一般管理費

配送費 142,595 146,209

給料及び手当 217,693 216,672

貸倒引当金繰入額 5,815 －

賞与引当金繰入額 20,659 25,614

退職給付費用 6,086 5,972

その他 280,993 271,242

販売費及び一般管理費合計 673,845 665,712

営業利益 47,480 76,434

営業外収益

受取利息 6,314 5,917

受取配当金 11,439 10,208

物品売却益 8,483 9,239

貸倒引当金戻入額 － 3,729

仕入割引 3,899 2,396

その他 7,795 6,073

営業外収益合計 37,932 37,563

営業外費用

売上割引 546 634

賃貸収入原価 967 996

その他 42 29

営業外費用合計 1,556 1,660

経常利益 83,856 112,338

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,066 －

退職給付制度終了益 － 24,061

特別利益合計 1,066 24,061

特別損失

固定資産売却損 － 1,166

固定資産除却損 － 99

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,118 －

特別損失合計 3,118 1,266

税金等調整前四半期純利益 81,804 135,133

法人税、住民税及び事業税 64,256 69,091

法人税等調整額 △15,502 △11,644

法人税等合計 48,754 57,447

少数株主損益調整前四半期純利益 33,049 77,685

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,334 5,524

四半期純利益 35,383 72,160
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 33,049 77,685

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △92,899 △3,054

その他の包括利益合計 △92,899 △3,054

四半期包括利益 △59,850 74,630

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △57,418 68,983

少数株主に係る四半期包括利益 △2,431 5,646
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【追加情報】

　
　当第１四半期連結累計期間

(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております

 
(退職給付引当金）

　当社の退職給付制度は、退職金制度の一部について適格退職年金制度を採用し残額については退職一時金を充当し

ておりましたが、平成23年４月１日をもって適格退職年金制度を廃止し、一部について確定拠出年金制度を新たに導

入いたしました。

　この移行に伴う会計処理については「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基準適用指針第1号)

及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第2号)を適用し、確定拠出年金

制度への移行部分について退職給付制度の一部終了損益として、24,061千円の特別利益を計上しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は次のとおりであ

ります。

　

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

減価償却費 71,578千円 60,126千円

　

　
(株主資本等関係)

　前第１四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　
１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月17日
定時株主総会

普通株式 41,833 10平成22年３月31日平成22年６月18日 利益剰余金

　

２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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　当第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月16日
定時株主総会

普通株式 41,831 10平成23年３月31日平成23年６月17日 利益剰余金

　

２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
印刷関連事業

洋紙・板紙
販売関連事業

出版・広告代
理関連事業

美術館
関連事業

カタログ
販売関連事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,028,384430,751321,102 758 298,1213,079,118

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

133,411319,065 6,909 ― ― 459,386

計 2,161,796749,816328,012 758 298,1213,538,504

セグメント利益又は損失(△) 65,598 19,179△31,196△8,040 2,673 48,214

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 　　　　　(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 48,214

セグメント間取引消去 △733

四半期連結損益計算書の営業利益 47,480

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
印刷関連事業

洋紙・板紙
販売関連事業

出版・広告代
理関連事業

美術館
関連事業

カタログ
販売関連事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,044,425272,463354,518 737 263,5742,935,718

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

125,945238,223 4,482 ― ― 368,652

計 2,170,371510,686359,001 737 263,5743,304,370

セグメント利益又は損失(△) 71,708 9,954 1,296 △9,657 3,098 76,400

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 76,400

セグメント間取引消去 34

四半期連結損益計算書の営業利益 76,434

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　該当事項はありません。

　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 8円46銭 17円25銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 35,383 72,160

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 35,383 72,160

普通株主の期中平均株式数（株） 4,183,300 4,183,144

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月10日

セキ株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  山　邊　彰　三   印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士  堀　川　紀　之   印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセキ
株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成23
年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成 23年６月
30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セキ株式会社及び連結子会社の平成23年６月
30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していない
と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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